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都
本
部
は
6
月
23
日
、
田
町
交
通
ビ
ル
に
て
単
組
代
表
委
員
会
を
開
催
し
、
単
組
代
表
委
員

34
人
が
参
加
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
（
以
下
、
新
型
コ
ロ
ナ
）
の
拡
大
に
よ
り
約
3

か
月
ぶ
り
に
開
催
し
、
換
気
、
マ
ス
ク
着
用
、
ア
ル
コ
ー
ル
消
毒
、
座
席
間
の
確
保
等
の
徹
底

を
は
か
っ
た
。
執
行
部
よ
り
9
つ
の
議
案
（
本
文
で
は
議
題
を
絞
り
掲
載
）
が
提
起
さ
れ
、
4

単
組
か
ら
の
質
疑
を
経
て
す
べ
て
の
議
案
が
承
認
、
活
動
を
再
ス
タ
ー
ト
し
た
。

主
催
者
あ
い
さ
つ
で
座
光
寺

委
員
長
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
へ
の

対
応
に
尽
力
す
る
医
療
、
介

護
、
福
祉
、
保
育
、
清
掃
、
交

通
関
係
者
を
は
じ
め
エ
ッ
セ
ン

シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
と
し
て
都
民

の
日
常
を
守
る
す
べ
て
の
組
合

員
に
対
し
て
敬
意
を
表
し
た
。

ま
た
、
2
0
2
0
春
闘
に
触

れ
、
新
型
コ
ロ
ナ
の
あ
お
り
を

受
け
た
中
小
民
間
企
業
の
厳
し

い
状
況
を
踏
ま
え
、
人
事
院
勧

告
や
都
・
特
別
区
人
事
委
員
会

勧
告
へ
の
影
響
を
懸
念
。
交
渉

組
織
（
都
労
連
・
特
区
連
）
の

動
向
に
注
視
し
、
都
本
部
と
し

て
も
東
京
地
公
労
に
結
集
し
て

た
た
か
う
決
意
を
示
し
た
。
な

お
、
当
日
の
主
な
協
議
事
項
は

以
下
の
と
お
り
。

①
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
防
止
に
伴

う
都
本
部
の
当
面
の
取
り
組

み
・
機
関
運
営
に
つ
い
て

新
型
コ
ロ
ナ
の
対
応
に
追
わ

れ
て
い
る
職
場
実
態
や
組
合
活

動
の
停
滞
と
い
っ
た
困
難
な

ど
、
単
組
訪
問
を
通
じ
た
意
見

交
換
を
実
施
。
そ
の
結
果
に
つ

い
て
、
自
治
労
本
部
や
各
級
議

員
へ
の
政
策
要
求
等
に
反
映
さ

せ
る
。
ま
た
、
一
部
の
自
治
体

で
首
長
ら
特
別
職
等
の
給
料
や

一
時
金
、
議
員
報
酬
の
削
減
な

ど
の
動
き
が
全
国
で
み
ら
れ
る

こ
と
か
ら
、
勧
告
に
基
づ
か
な

い
賃
金
削
減
に
つ
い
て
は
「
反

対
」
し
て
い
く
。
ま
た
、
各
種

集
会
等
の
開
催
に
つ
い
て
は
、

感
染
防
止
に
最
大
限
取
り
組
み

な
が
ら
、
7
月
1
日
よ
り
概
ね

50
人
以
内
で
か
つ
収
容
定
員
の

半
分
以
下
と
な
る
会
場
を
利
用

し
て
機
関
会
議
に
限
り
開
催
す

る
（
当
面
、集
会
・
セ
ミ
ナ
ー
等

の
参
加
・
動
員
は
行
わ
な
い
）。

②
座
光
寺
委
員
長
の
中
央
労
金
常

務
理
事
就
任
と
都
本
部
中
央
執

行
委
員
長
職
代
理
に
つ
い
て

座
光
寺
委
員
長
の
中
央
労
働

金
庫
常
務
理
事
へ
の
就
任
が
決

定
（
6
／
24
よ
り
）。
常
勤
職

の
た
め
、
当
面
（
大
会
に
お
け

る
新
委
員
長
の
選
出
ま
で
）
の

間
、
染
裕
之
副
委
員
長
（
東
京

清
掃
労
組
出
身
）
が
委
員
長
職

を
代
理
す
る
。

③
都
本
部
第
69
回
定
期
大
会
の
開
催

新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
に
よ

り
、
2
0
2
0
年
3
月
か
ら
開

催
を
延
期
し
て
い
る
第
69
回
定

期
大
会
に
つ
い
て
、
9
月
26
日

（
土
）、
日
本
教
育
会
館
一
ツ

橋
ホ
ー
ル
に
て
開
催
す
る
。

④
東
京
都
知
事
選
挙
の
対
応

6
月
18
日
告
示
、
7
月
5
日

投
開
票
で
行
わ
れ
る
東
京
都
知

事
選
挙
。
都
本
部
と
し
て
は
特

定
の
候
補
を
「
推
薦
・
支
持
・

支
援
」
と
せ
ず
、
単
組
の
判
断

を
尊
重
す
る
「
自
主
投
票
」
と

の
判
断
を
決
定
し
た
。
な
お
、

同
日
に
実
施
さ
れ
る
東
京
都
議

会
議
員
補
欠
選
挙
の
北
区
選
挙

区
に
つ
い
て
、
新
人
の
斉
藤
り

え
候
補
（
立
憲
民
主
党
）
の
推

薦
を
決
定
し
た
。

6
月
23
日
の
単
組
代
表
委
員

会
で
、
都
本
部
中
央
執
行
委
員

長
代
理
へ
の
就
任
を
確
認
い
た

だ
き
ま
し
た
。

座
光
寺
委
員
長
が
中
央
労
働

金
庫
常
務
理
事
の
任
に
就
く
こ

と
と
な
り
、
委
員
長
職
と
の
兼

任
が
難
し
い
こ
と

か
ら
、
大
会
で
新

委
員
長
が
選
出
さ

れ
る
ま
で
の
間
、

都
本
部
規
約
の
規

定
に
よ
り
、
委
員

長
職
の
代
理
を
務
め
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。
ま
ず
も
っ
て
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

さ
て
、
今
春
闘
は
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
に

よ
る
緊
急
事
態
宣
言
の
発
令
に

よ
り
、
民
間
企
業
の
交
渉
環
境

の
維
持
が
難
し
い
状
況
と
な
り

ま
し
た
。
多
く
の
企
業
が
感
染

症
防
止
の
た
め
、
時
差
通
勤
や

テ
レ
ワ
ー
ク
に
切
り
替
え
る
な

ど
の
環
境
変
化
が
あ
り
、
交
渉

体
制
の
維
持
が
難
し
く
な
っ
た

こ
と
が
少
な
か
ら
ず
影
響
し
て

い
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

感
染
症
対
応
に
追
わ
れ
る
自

治
体
職
場
に
お
い
て
も
多
く
の

混
乱
が
生
じ
ま
し
た
が
、
疲
弊

し
な
が
ら
も
日
夜
職
務
に
精
励

す
る
職
員
の
奮
闘
で
、
職
場
崩

壊
の
一
歩
手
前
で
踏
み
止
ま
っ

て
い
る
状
況
で
し
た
。

労
使
交
渉
や
職
場
環
境
の
変

化
だ
け
に
と
ど
ま
ら
ず
、
労
働

組
合
の
活
動
に
お
い
て
も
、
予

定
さ
れ
て
い
た
会
議
や
諸
集
会

が
中
止
・
延
期
を
余
儀
な
く
さ

れ
、
戸
惑
い
と
焦
燥
感
に
終
止

し
た
数
か
月
で
し
た
。
8
月
の

自
治
労
定
期
大
会
は
「
書
面
審

議
」
と
な
り
、
10
月
の
青
森
自

治
研
集
会
も
オ
ン
ラ
イ
ン
集
会

に
変
更
さ
れ
ま
し
た
。
労
働
組

合
の
機
関
運
営
も
新
た
な
発
想

と
感
性
が
問
わ
れ
て
い
る
の
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。
も
っ
と
も
、

そ
う
し
た
機
関
運
営
に
関
わ
る

技
術
的
な
手
法
は
二
の
次
三
の

次
の
課
題
で
、
こ
と
の
本
質

は
、
感
染
症
に
抗
う
労
働
組
合

の
存
在
意
義
こ
そ
問
わ
れ
て
い

る
の
だ
と
思
い
ま
す
。

感
染
症
は
す
べ
て
の
人
に
襲

い
か
か
り
ま
し
た
。
し
か
し
、

与
え
る
被
害
の
深
刻
さ
は
、
人

び
と
の
階
層
や
雇
用
形
態
に
よ

っ
て
大
き
く
異
な
り
、
元
々
弱

い
立
場
に
あ
っ
た
人
た
ち
を
さ

ら
に
苦
し
め
る
こ
と
と
な
り
ま

し
た
。
安
ん
じ
て
在
宅
で
き
ず

に
働
く
人
、
賃
金
を
得
る
た
め

に
働
か
ね
ば
な
ら
な
い
の
に
雇

用
契
約
が
打
ち
切
ら
れ
た
人
、

こ
う
し
た
苦
し
む
人
々
を
彼
岸

視
す
る
こ
と
な
く
、
ま
じ
め
に

働
く
人
々
を
切
り
捨
て
る
こ
と

の
な
い
、
新
た
な

社
会
の
構
築
に
尽

力
す
る
こ
と
は
組

織
さ
れ
た
労
働
組

合
の
責
務
で
す
。

感
染
症
の
普
遍
性

を
そ
う
し
た
労
働
運
動
の
契
機

と
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

秋
か
ら
の
再
度
の
感
染
拡
大

も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
都
本
部

が
「
Ｏ
Ｎ
Ｅ

Ｔ
Ｅ
Ａ
Ｍ
」
と

な
っ
て
邁
進
す
る
た
め
に
私
も

全
力
を
尽
く
す
決
意
で
す
。

コ
ロ
ナ
危
機
の
先
に
あ
る
も
の
、

新
た
な
社
会
の
構
築
に
向
け
て

▲感染防止対策を徹底し開催

染

裕

之

人
事
院
2
か
月
遅
れ
で
民
調
開
始

勧
告
後
ろ
倒
し
が
ほ
ぼ
確
実
に

6
月
9
日
、
人
事
院
は
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
の

影
響
に
よ
り
、
実
施
を
見
送
っ

て
き
た
職
種
別
民
間
給
与
実
態

調
査
（
民
調
）
に
つ
い
て
、
約

2
カ
月
遅
れ
で
開
始
す
る
と
明

ら
か
に
し
た
。
例
年
、
4
月
中

旬
か
ら
6
月
中
旬
に
か
け
て
月

例
給
及
び
一
時
金
等
に
つ
い

て
、
事
業
所
に
調
査
員
が
直
接

訪
問
す
る
実
地
調
査
を
行
い
、

8
月
上
旬
に
勧
告
さ
れ
る
。
し

か
し
今
年
は
、
6
月
29
日
か
ら

7
月
31
日
の
間
、
ま
ず
は
、
①

一
時
金
及
び
臨
時
給
与
の
支
給

総
額
と
毎
月
決
ま
っ
て
支
給
す

る
給
与
の
支
給
総
額
、
②
本
年

の
給
与
改
定
等
の
状
況
（
ベ
ー

ス
改
定
、
定
期
昇
給
、
賞
与
の

支
給
状
況
等
）、
③
諸
手
当（
家

族
手
当
、
通
勤
手
当
）、
④
高

齢
者
雇
用
施
策
等
の
状
況
に
つ

い
て
の
調
査
を
先
行
し
て
実
施

す
る
。
な
お
、
本
来
で
あ
れ

ば
、
従
業
員
（
役
職
別
・
年
齢

別
・
学
歴
別
）
の
4
月
の
所
定

内
給
与
の
調
査
が
実
施
さ
れ
る

べ
き
だ
が
、
実
施
の
見
通
し
が

立
っ
て
い
な
い
。
こ
の
こ
と
か

ら
、
国
の
人
事
院
勧
告
や
都
道

府
県
・
政
令
市
等
の
人
事
委
員

会
勧
告
が
後
ろ
倒
し
に
な
る
こ

と
が
確
実
だ
。

こ
う
し
た
措
置
に
つ
い
て
、

人
事
院
は
、「
緊
急
事
態
宣
言

は
解
除
さ
れ
た
も
の
の
、
接
触

の
回
避
や
事
業
所
に
お
け
る
テ

レ
ワ
ー
ク
等
の
勤
務
継
続
の
な

か
で
、
例
年
通
り
の
訪
問
調
査

は
困
難
で
あ
る
も
の
の
、
夏
の

民
間
の
賞
与
等
も
厳
し
い
こ
と

が
想
定
さ
れ
て
お
り
、
民
間
給

与
の
実
態
を
適
正
に
把
握
し
た

う
え
で
公
務
員
給
与
に
反
映
さ

せ
る
こ
と
が
必
要
」
と
説
明
し

て
い
る
。

な
お
、
今
年
の
調
査
で
は
、

家
族
手
当
の
配
偶
者
に
対
す
る

支
給
状
況
（
支
給
の
有
無
・
収

入
制
限
・
支
給
水
準
）、
通
勤

手
当
の
新
幹
線
・
在
来
線
の
特

急
利
用
者
と
交
通
用
具
使
用
者

に
関
す
る
事
項
に
つ
い
て
、
昨

年
10
月
の
消
費
税
引
き
上
げ
を

踏
ま
え
た
民
間
の
支
給
状
況
を

把
握
す
る
と
し
て
い
る
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
に

対
し
て
懸
命
に
対

策
に
あ
た
っ
て
い

る
医
療
機
関
等
従

事
者
の
皆
様
に
改

め
て
敬
意
を
表
し
ま
す
▼
東

京
都
で
は
そ
の
最
前
線
で
対

応
に
あ
た
る
都
立
病
院
・
公

社
病
院
の
地
方
独
立
法
人
化

が
淡
々
と
進
め
ら
れ
て
い
る

▼
最
近
明
ら
か
に
な
っ
て
い

る
よ
う
に
、
コ
ロ
ナ
対
応
は

全
く
の
不
採
算
医
療
で
あ

り
、
受
け
入
れ
れ
ば
受
け
入

れ
る
ほ
ど
赤
字
に
な
っ
て
い

く
。
こ
の
よ
う
な
新
興
感
染

症
医
療
を
担
い
、
地
域
医
療

の
中
核
で
あ
る
都
立
病
院
等

を
独
立
法
人
化
し
独
立
採
算

の
う
え
経
営
効
率
を
求
め
て

い
く
姿
勢
は
、
新
自
由
主
義

の
呪
縛
に
囚
わ
れ
て
い
る
▼

国
で
は
「
持
続
化
給
付
金
」

の
問
題
が
国
会
で
取
り
上
げ

ら
れ
、
次
々
と
問
題
点
が
指

摘
さ
れ
た
が
、
是
正
さ
れ

ず
、
有
耶
無
耶
の
ま
ま
閉
会

と
な
っ
た
▼
こ
の
問
題
の
核

心
で
あ
る
委
託
・
再
委
託
を

容
認
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の

も
、
新
自
由
主
義
が
推
し
進

め
て
き
た
行
政
の
効
率
化
が

も
た
ら
し
た
も
の
だ
ろ
う
▼

今
こ
そ
政
治
を
全
て
の
労
働

者
の
た
め
に
取
り
戻
す
取
り

組
み
を
強
め
て
い
か
な
く
て

は
な
ら
な
い
。

（
大
塚
）

東奔西走

都知事選は「自主投票」都知事選は「自主投票」都知事選は「自主投票」
定期大会は9月開催で確認定定期期大大会会はは99月月開開催催でで確確認認

単
組
代
表
委
員
会
3
か
月
ぶ
り
に
開
催

自
治
労
東
京
都
本
部

中
央
執
行
委
員
長（
代
理
）

視覚障害その他の理由で活字のままで利用できない人のために、営利を目的とする場合を除き「録音図書」「点字図書」「拡大写本」等の制作をすることを認めます。その際には自治労東京都本部までご連絡ください。
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東
西
冷
戦
下
の
東
ド
イ
ツ
。

手
作
り
の
熱
気
球
で
西
ド
イ
ツ

へ
の
亡
命
を
め
ざ
し
た
家
族
の

脱
出
劇
。
実
話
を
も
と
に
描
い

た
サ
ス
ペ
ン
ス
ド
ラ
マ
。

1
9
7
9
年
、
東
ド
イ
ツ
・

テ
ュ
ー
リ
ン
ゲ
ン
州
に
住
む
電

気
技
師
ペ
ー
タ
ー
と
そ
の
家
族

は
、
2
年
の
歳
月
を
か
け
作
っ

た
手
作
り
の
熱
気
球
で
西
ド
イ

ツ
を
め
ざ
し
た
が
、
国
境
ま
で

数
百
メ
ー
ト
ル
の
地
点
に
落
下

し
て
し
ま
う
。
幸
い
自
分
の
車

に
戻
る
こ
と
が
で
き
て
、
自
宅

に
無
事
帰
る
こ
と
は
で
き
た
。

し
か
し
、
秘
密
警
察
シ
ュ
タ
ー

ジ
は
、
落
下
し
た
気
球
に
残
さ

れ
た
医
薬
品
か
ら
こ
の
気
球
を

作
っ
た
者
の
捜
査
を
始
め
た
。

東
ド
イ
ツ
で
の
が
ん
じ
が
ら

め
の
生
活
か
ら
脱
出
し
、
自
由

な
世
界
を
夢
見
て
い
た
ペ
ー
タ

ー
は
、
計
画
の
失
敗
に
落
胆
の

色
を
隠
せ
な
い
。
そ
れ
に
こ
の

ま
ま
東
ド
イ
ツ
に
残
る
わ
け
に

も
い
か
な
か
っ
た
。

妻
と
二
人
の
息
子
に
背
中
を

押
さ
れ
た
ペ
ー
タ
ー
は
、
元
々

一
緒
に
脱
出
す
る
予
定
だ
っ
た

親
友
ギ
ュ
ン
タ
ー
の
家
族
と
、

新
た
な
気
球
を
作
っ
て
脱
出
す

る
決
意
を
す
る
。
し
か
し
、
ギ

ュ
ン
タ
ー
が
兵
役
を
控
え
て
い

た
の
で
、
気
球
の
製
作
に
は
わ

ず
か
6
週
間
し
か
時
間
が
な
か

っ
た
。
二
家
族
は
不
眠
不
休
で

気
球
作
り
を
す
る
が
、
国
家
の

威
信
を
懸
け
て
捜
査
す
る
秘
密

警
察
の
包
囲
網
も
間
近
に
迫
っ

て
い
た
。
は
た
し
て
二
家
族
は

無
事
西
ド
イ
ツ
に
逃
れ
る
こ
と

が
で
き
る
の
だ
ろ
う
か
。

10
年
後
の
1
9
8
9
年
、
ベ

ル
リ
ン
の
壁
は
崩
れ
た
。
東
ド

イ
ツ
か
ら
西
ド
イ
ツ
へ
の
脱
出

と
い
う
と
、
ト
ン
ネ
ル
と
い
う

の
は
聞
い
た
こ
と
が
あ
っ
た
が

気
球
で
と
い
う
の
は
、
初
め
て

聞
い
た
。
こ
う
い
う
例
は
ほ
か

に
も
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

�7月10日、TOHOシネマズ シャンテ
他全国順次公開

1
9
6
8
年
に
全
国
で
4
人

が
相
次
い
で
射
殺
さ
れ
る
事
件

が
発
生
し
、
社
会
に
大
き
な
衝

撃
を
与
え
た
。
犯
人
は
19
歳
の

永
山
則
夫
で
あ
っ
た
。

彼
は
想
像
を
絶
す
る
極
貧
に

育
ち
、
中
学
卒
業
後
は
集
団
就

職
の
一
員
と
し
て
上
京
し
、
働

き
な
が
ら
夜
学
に
通
う
少
年
だ

っ
た
。
そ
の
彼
が
な
ぜ
兇
悪
事

件
を
引
き
起
こ
し
た
の
か
。

著
者
は
永
山
事
件
を
取
材
す

る
中
で
、
永
山
の
肉
声
を
録
音

し
た
膨
大
な
録
音
テ
ー
プ
が
存

在
す
る
こ
と
を
知
る
。
こ
の
テ

ー
プ
に
は
、
こ
れ
ま
で
知
ら
れ

て
い
な
か
っ
た
永
山
の
素
顔
や

犯
行
へ
と
至
る
心
理
状
態
が
語

ら
れ
て
い
た
。
そ
し
て
、
事
件

の
背
後
に
は
家
族
の
複
雑
な
関

係
が
あ
る
こ
と
が
浮
か
び
上
が

る
。
徹
底
し
た
調
査
と
取
材
に

よ
り
、
こ
れ
ま
で
の
永
山
事
件

の
「
貧
困
ゆ
え
の
悲
劇
」
と
い

う
イ
メ
ー
ジ
を
塗
り
替
え
、
そ

の
奥
行
き
を
与
え
る
も
の
と
な

っ
て
い
る
。

少
年
事
件
の
厳
罰
化
が
進
む

現
在
、
罪
を
犯
し
て
し
ま
っ
た

少
年
に
い
か
に
向
き
合
う
べ
き

な
の
か
を
考
え
さ
せ
ら
れ
る
。

ま
た
同
時
に
、
絶
望
的
な
貧

困
、
福
祉
行
政
の
怠
慢
、
家
族

の
絆
の
断
絶
、
社
会
か
ら
の
孤

立
な
ど
、
永
山
を
犯
罪
へ
と
向

か
わ
せ
た
そ
れ
ら
多
く
の
要
因

が
、
現
代
に
も
通
ず
る
未
解
決

の
課
題
で
あ
る
こ
と
を
問
う
て

い
る
。

事
件
の
そ
の
後
に
触
れ
る

と
、
一
審
の
地
裁
は
10
年
を
超

え
る
審
理
の
上
、
永
山
に
死
刑

判
決
を
下
し
た
が
、
控
訴
審
で

高
裁
は
無
期
懲
役
を
言
い
渡
し

た
。
し
か
し
、
検
察
の
上
告
を

受
け
た
最
高
裁
は
、
控
訴
審
判

決
を
破
棄
し
て
事
件
を
高
裁
に

差
し
戻
し
、
そ
こ
で
永
山
は
再

度
死
刑
判
決
を
受
け
、
97
年
に

処
刑
さ
れ
た
。

死
刑
判
断
の「
永
山
基
準
」を

問
う
た
前
著
、『
死
刑
の
基

準
』
も
併
せ
て
読
ま
れ
る
こ
と

を
お
勧
め
す
る
。

�出身地 熊本県
�組合歴 2005年 組合結成時

執行委員
2007年 書記次長
2008年 書記長
2020年 執行委員長

�趣 味 読書

『
永
山
則
夫

封
印
さ
れ
た
鑑
定
記
録
』
著
者
：
堀
川

恵
子

う
え
む
ら

た
け
み
ち

東
京
交
通
協
力
会
労
働
組
合

執
行
委
員
長

上
村

武
道

シネマジャーナル
編集者
穂曇 萌

『
バ
ル
ー
ン
奇
蹟
の
脱
出
飛
行
』監督
：
ミ
ヒ
ャ
エ
ル
・
ブ
リ
ー
・
ヘ
ル
ビ
ヒ

手
作
り
の
熱
気
球
で
東
ド
イ
ツ

脱
出
を
め
ざ
し
た
家
族
の
実
話
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自
治
労
は
毎
年
7
月
を
「
安

全
衛
生
月
間
」
と
位
置
づ
け
て

お
り
、
全
職
場
・
全
員
参
加
の

安
全
衛
生
活
動
を
進
め
て
い

る
。
そ
こ
で
今
年
の
主
な
課
題

に
つ
い
て
提
起
し
た
い
。

1
つ
目
は
、
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

相
談
体
制
の
強
化
で
あ
る
。
6

月
1
日
よ
り
パ
ワ
ー
・
ハ
ラ
ス

メ
ン
ト
防
止
の
た
め
の
事
業
主

の
措
置
義
務
等
を
定
め
た
労
働

施
策
総
合
推
進
法
が
施
行
さ
れ

た
。
地
方
公
務
員
に
つ
い
て
は

こ
の
法
律
が
適
用
さ
れ
る
た

め
、
今
後
各
自
治
体
に
お
い
て

パ
ワ
ー
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
防
止

の
た
め
の
規
程
等
の
整
備
が
必

要
に
な
る
。
各
職
場
の
実
態
と

し
て
、
相
談
窓
口
の
設
置
は
進

ん
で
い
る
が
、
な
か
な
か
相
談

に
踏
み
切
れ
な
い
ケ
ー
ス
が
多

い
。
セ
カ
ン
ド
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

を
生
ま
な
い
よ
う
な
ア
フ
タ
ー

フ
ォ
ロ
ー
の
充
実
が
求
め
ら
れ

る
。2

つ
目
は
、
長
時
間
労
働
の

是
正
だ
。
そ
の
た
め
に
ま
ず
、

時
間
外
労
働
の
実
態
把
握
が
重

要
で
あ
る
。
現
在
、
ど
の
職
場

に
お
い
て
も
業
務
量
の
増
加
に

よ
り
、
時
間
外
労
働
の
増
加
が

深
刻
と
な
っ
て
い
る
。
安
全
衛

生
委
員
会
で
実
態
を
報
告
さ

せ
、
長
時
間
労
働
や
過
労
・
ス

ト
レ
ス
の
有
無
な
ど
職
場
の
点

検
を
行
い
、
業
務
量
に
見
合
う

人
員
の
配
置
な
ど
必
要
な
改
善

を
求
め
て
い
く
取
り
組
み
が
重

要
だ
。

最
後
に
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
に
対
す
る
取
り
組

み
で
あ
る
。
自
治
体
職
場
で

は
、
医
療
従
事
者
を
は
じ
め
と

し
て
、
清
掃
、
保
育
・
学
童
な

ど
エ
ッ
セ
ン
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー

の
存
在
が
あ
る
。
職
員
と
住
民

の
命
を
守
る
た
め
、
職
場
環
境

の
整
備
は
喫
緊
の
課
題
で
あ

り
、
労
使
一
体
と
な
っ
て
取
り

組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

コ
ロ
ナ
禍
の
下
で
こ
そ
、
こ

れ
ら
重
点
課
題
の
達
成
に
む
け

取
り
組
み
を
強
化
し
よ
う
。

自治労大会（8月）、書面審議で開催
自治労臨時県本部代表者会議（6／5）

自治労本部は6月5日、臨時県本部代表
者会議を開催。各県本部の代表者らはウェ
ブ会議にて議論を行った。会議では、「2020
春闘中間総括（案）」、「当面の闘争方針
（案）」が提案。人事院勧告の取り扱い、「定
年年齢の引き上げ」にかかる法案の取り扱
いなどをめぐり議論が交わされた。
また、追加議案として「第93回定期大会
の対応について」が提案され、新型コロナ
ウイルス感染症の拡大に鑑み、8月26日～
27日に予定されていた愛知県名古屋市での
開催を中止し、「書面審議」とすることが
確認された。
なお、臨時的な措置であることから、感
染状況を勘案しつつ、10月以降の時期で臨
時大会を開催し、一連の手続きへの最終的
な承認を求めることとなった。

7
月
は
安
全
衛
生
月
間

全
職
場
・
全
員
参
加
の
活
動
を

自治労安全衛生月間スローガン

自治労は3月より7月の安全衛生
月間にむけたスローガンを募集。
全国から405点の応募があった。
上記2点が入選し、本年のスロー
ガンとなった。

（
講
談
社
）

第1313号（２）（毎月1日発行）自 治 労 東 京（昭和42年9月19日第三種郵便物認可）２０２０年７月１日


	自治労東京1面09
	自治労東京2面0

